
車券が旅客の操作によって， 1'1白に貰えるようになるのも遠〈

ないものと考えられる。(神保和夫)

じようしゃけんセンター 乗車券センタ一 国鉄の新

潟 ・ 四国 ・ 中国の各支社および鉄道管理局の営業部の附属峻関。

特別急行券，特別 2 等車券 ・寝台券等の乗車列車を指定して発

売する乗車券鎖の割当ては，昭和 25'4 に東京と大阪の鉄道局に

専任の害IJ 当掛を泣いたのが始ま りである。その後割当てを伴う

乗車券類が漸憎 したので，名古屋 ・仙台 ・札幌・門司 ・ 広島お

よひr静岡の各局においても ， 向主的に割当事務所またはセ γ タ

ー と 称するものを設置して割当事務を行なってきた。このため ，

名称や業務範聞がまち まちであり， また他局管内の駅および乗

務員等に対する降限がないために，業務運営の円滑を欠き，旅

客サービスに支障を与える結果 とな ったので，これらの乗車券

類がますます増加の傾向をたどっているのにかんがみ，業務の

統一的運営をはかり ， 余席の活用を積極的に推進し，適切な旅

客サービスの提供により ，収入の湖力11をはかるため， 昭和 33 ・

3 ・ l 営業部の附属機関として， 9 箇所に乗車券センターを設置

した。

その担当する業務は，乗車列車を指定して発売する乗車券類

の駅および乗務Hに対する割当てである。なお昭和 40 ・ 3 ・ 1 現

在 2 1 筒所に設置されてレる。(宮原正直)

しょうひんけいかく 商品百十箇(愉迭の) 適正な商品ま

たはサービスを，適正な時期に，適j1'.な価絡で，適正な場所に，

適正な数量を提供する，そうした企画が商品計画または商品化

計画といわれる。

したが っ て輸送の商品計画とは一定の輸送需要を前提として，

これに適合する輸送サービスを創造するための諸計画，すなわ

ち適正な列車計邑Jl，設備計画および営業制度を意味している。

言い換えれば輸送需要を満たすために，適切な車両と施設とに

よ っ て輸送力を作り出し，価怖(運賃 ・ 料金)と販売方法とを決

めることによって商品の形態を与えることである。

この場合重要なことは，各種の市場調査によって明らかにさ

れた顧客の意向を陶品としての輸送サービスの中に的確に反映

させることである。顧客が各種の輸送手段を選択して利用でき

るいわゆる買手市場にあっては，顧客の意向を織り込んだ適切

な商品計画があって初めて能率的販売活動の推進が可能となる

からである。

商品計画において，顧客の意向を適切に反映するということ

と同時に，もう 一つ考えなければな らない要素は技術革新をも

とにした製品改良あるいは新製品の開発ということである。企

業が鏡争市場において有利な位置を占めるためには，よりす ぐ

れた商品を作り出さなければならないことは明らかである。よ

りすぐれた商品とは，消費者の欲求をより多く満足させるもの

であると同時に収主主性の高い商品を意味している。新幹線の開

業，ジェット機の就航，高速自動車道の出現，長距離パスの進

出など輸送機関における新製品ないし製品改良は日を追って急

速となっており，その範囲も大都市中心から漸次地方都市へ鉱

大されている。

また輸送の商品計画では，きわめて長期にわたる需要の見通

しが必要である。たとえば線路増設をみてもわかるように，設

備培強のためには，きわめて多額の投資が必要であり，その回

収には多年にわたる日時を要する。設備資金の有効活用のため

には，営業施策による長期的な需要の育成，誘発をはからなけ

ればならない。

商品計画は以上に述べたように重要な役割lをもつものであり，

国鉄の担当部門は主として鉄道管理局以上の営業および運転担

じようむいん

当業務組織である。国鉄の長期経営計画は将来の需要動向の見

通しの上に立ち，経営の長期安定をはかつて策定されたもので

ある。当然国鉄輸送の商品計画の方向は，長期経営計画と軌を

ーにしたものでなければならないことはい うまでもない。

(森野章)

じようぼうかんり 情報管理(槍送に関する) 情報とは

し問題解決に有効なあることについての知らせ1，または Lそれ

をうることによって，前に知っていたことに何か新しいことを

付け加えるか，または前に予想していたことを変化させるもの1

といわれる。現在，新聞・雑誌・テレビ等のマスコミを通じて，

多くの情報が，ちまたにはん澄しているが，それらの情報がす

べて有効なものとはかぎらない。 また一部の人にとって有効な

情報であ っても，他の人にとって全く無用なものもある。ある

情報が有効であるか否かは， これを受け取る者の立場や要求に

よ っ て決まるものである。今日の企業活動においては，あらゆ

る情報を取捨選択し，さ らに積極的に有効な情報を収集，整理，

分析して企業内部および顧客に提供し， 自己に有利な市場を作

り出すことが肝要である。こうした情報の収集，分類，整理，

分析，伝達，利用，処分といった一連の機能を合理的に管理す

ることが情報管理といわれる。

近年特に情報管理が重要視される背景としては 川情報発

表量の増加 (2) 情報活動の迅速正確化 (3) 企業関の競争激

化 (4) 技術革新の進行 (5) 企業経営上における総合判断の

必要性等があげられる。

さて鉄道の輸送サーピzは，生産と消費とが同時に行なわれ

るのが特長である。列車が運転される燐聞に， 同時にこれを利

用することが必要であり，貯蔵は不可能である。利用者がない

場合は，その生産物は空費され，大きい損失となる。さらに輸

送需要は時間的，地域的波動がきわめて著しい。したがって需

要動向に適合した列車計画は，きわめて重要であるが，この判

断の材料となるのが各種の情報である。また投資計画を織り込

んだ長期計画の樹立，新しい輸送サーピスの開発等にも情報の

必要なことは論をまたない。

現在国鉄部内の輸送に関する情報は，駅→本社・支社の事務

管理統計部(課) ，ないしは駅→管理局以上の営業 ・運転部門と

い った経路で生産，伝達されている。また経済動向や国鉄以外

の運輸後関に関する情報は開発部，鉄道技術に関する情報は鉄

道技術研究所等で収集， 整理されているが， 全体としてみると

有機的，組織的な情報管理は行なわれていない。

しかし，貨物輸送の情報処理に*電子計算機を大幅に導入し，

飛躍的改善をはかろうとする考え方も具体化している。また各

部門で国鉄輸送における情報管理のあり方についての考察が行

なわれているので， 整備の日も遠くないであろう。

(蘇野章)

じようむいんきゅうようしつ乗務員休養室動力車お

よび列車乗務員の行先地における折返し間合および仕業の開始，

終了が夜間となる場合，その仕業前後の時間の休養宿泊に充て

る施設。

現行規程ではこれに関して明文化されたものはなく，駅 ・ 区

の休憩室の一種として取り扱われているが，規程近代化に伴い

建築物設計基準規程(昭和 39 ・ 6 ・ 30 施達第 2 号)ílIJ表，現業事務

所建物のなかに明文化され，面積は L2 人収容を l 単位とし，

1 人当り 4.0m' 以内とする。1 と定められている。これらの施

設は，現在では主として動力車乗務員を対象に全国 443 箇所の

機関区 ・ 電車区 ・ 気動車区 ・*運転所等に約 1 万 3， 700 ベッド

(昭和 40 ・ 3 現在)があり，それぞれの現業機関の長が管理運営

一一一 18q 一一


